
私たちの住む地域のどこかで、
重い障がいを抱えた子どもたちと
24時間その子どもを介護している家族が暮らしています。
うりずんは、子どもたちが友だちと楽しく遊び、
両親は介護から離れひと休みできる場所です。
障がいを持った子どもと家族に
「普通」に暮らすことができる社会を目指しています。

うりずんの想い

　皆様、いつもご支援いただき、心より感謝申し上げます。

　今回は特別なお知らせがあります。去る平成27年4月4
日、土地購入の契約をしました。現うりずんから車で5分ほ
ど離れた810坪ほどの土地です。ここに、うりずんとひばりク
リニックを移転し、子どもと家族のための拠点をつくることに
します。と言いましても自己資金はかなり限られているので、
民間の助成金に手を挙げ、かつ借り入れをしないといけませ
ん。どうしてこれを行うのか、それには理由があります。

　平成20年6月から始めた日中一時支援事業では、現在
27名の方と契約し、平成26年度は人工呼吸器をつけた方
を276名、他の医療的ケアが必要な方を481名、その他
32名、のべで合計789名の方の日中預かりを実施しまし
た。平成24年4月から始めた居宅介護（ホームヘルプ）では、
現在11名の方と契約をし、ヘルパーがご自宅で行う支援も
増えてきています。
　しかし、地域で暮らす子どもと家族に関わるたびに、新た
な課題が見えてきます。まず、重い障がいをもつ子どもほ
ど、通学や通院に際して家族の負担が大きいこと、そのため、
家族が熱を出したり入院したりすると、学校に行けない子ど
もや通院、通所ができない子どもがいること、つまり送迎
のニーズが非常に高いことです。うりずんでは、この春から
ある会社の御厚意によりリフトカー1台を割安価格でリース
を受け、必要時に試験的な送迎を始めていますが、家族に
頼らない送迎を行うには、うりずんだけでは車もスタッフも
限られ、同じく医療的ケアが必要な方の支援を行うホーム

ヘルプ事業所と連携しながら行っています。また、成人にな
られた障がい者の方から、日中一時支援の利用の打診もあ
りますが、子ども中心のプログラムであり、スペースも限ら
れているため、十分にお受けすることができません。スタッ
フや車が増えると駐車場も確保しなければなりません。以
前から要望の高い、地域でのお泊り（短期入所）もまだでき
ていません。
　そこで、既存の日中一時支援に加えて、重症心身障害児
を主な対象とする児童発達支援（就学前の預かり）と放課後
等デイサービス（就学中の預かり）を行い、学校からうりず
んまでの送迎、うりずんからご自宅までの送迎を行います。
また、居宅介護に加えて、訪問看護、相談支援、さらに家
に保育士等が出向いて保育する訪問型居宅保育なども視野
にいれて、総合的に子どもと家族が地域で普通に暮らして
いけるサポートをしていきたいと考えています。
　日本にはハレの文化、ケの文化というものがあります。ハ
レ（晴れ）は「非日常」、つまりお祭りやお祝いなどの儀式、
ケ（褻）は「日常」、つまり日々の暮らしをさします。人生に
とってはどちらも大切ですが、うりずんでは主にケの日をお
支えしたいのです。日々の暮らしがもう少し豊かになるよう
に願って、今後も活動を続けていきます。
　新うりずんの建築のための借入金だけで4,000万円を予
定しています。皆様からのご支援が多くなれば借入金も減ら
すことができます。本年度の寄付の目標は2,000万円です。
これは、およそ昨年度の4倍の寄付金になります。どうか会員
の更新をお願いします。併せて拠点整備に関するご支援も随
時募集いたします。引き続きご支援の程お願い申し上げます。 

うりずん通信・テレマカシーうりずん通信・テレマカシー

認定特定非営利活動法人「うりずん」からの便り

うりずんとは…「潤う」と水が土にしみとおる「染む」からなる言葉で、沖縄の若夏をあらわします。さわやかな南風が吹き、野山は緑にあふれます。
　　　　　　　 うりずんのようにやさしい風に包まれて、ゆったりとした時間を過ごしていただきたいという思いから名付けられました。
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理事長　髙 橋 昭 彦

24時間その子どもを介護している家族が暮らしています。

日々の暮らしを、
　 もう少し豊かに
～子どもと家族のための拠点を建設へ～

日々の暮らしを、日々の暮らしを、
　 もう少し豊かに
～子どもと家族のための拠点を建設へ～～子どもと家族のための拠点を建設へ～

大谷石と一本桜



❷

うりずん通信

　今回は、うりずんの髙橋昭彦理事長が大会

長を務め、「子どもの気持ちと生命（いのち）

に寄り添う～小児在宅ケアの今、そして、こ

れから～」をテーマに行われました。

　午前中の基調講演は、昭和大学病院に入院

している児童・生徒を対象とした院内学級「さ

いかち学級」で教鞭をとる副島賢和様が、院

内学級に通う子どもたちについて笑いあり涙

ありの院内授業について熱く語って下さいま

した。午後のセッションでは、「社会福祉法

人むそう」の戸枝陽基理事長と「訪問看護ス

テーションそら」の理事・管理者である梶原

厚子様を招き、人工呼吸器をつけた子どもの

在宅医療についてモデルケースをあげて討

論が行われました。

次回は、

平成28年3月13日（日）の予定です。

　2月20日、とちぎボランティアＮＰＯセンターで「花王ハ

ートポケット倶楽部地域助成」の贈呈式が行われ、髙橋 昭彦

理事長とスタッフ2名が参加しました。

　ハートポケット倶楽部は社会貢献を目的とした花王（株）の

社内クラブで、趣旨に賛同する社員の皆さんが給与の一部を

積み立て、社会貢献活動団体に寄付を行っています。

　今回は応募18団体からうりずんを含む 6団

体が第１次選考を通過、その後、社員の皆さん

の投票によってメイン助成 3

団体とサブ助成 3団体が選ば

れました。うりずんはメイン

助成のトップに選ばれ、20万

円の助成金を頂きました！厚

く御礼申し上げます。

あかはなそえじさん

たくさん集まりました
（自治医大地域医療情報研修センター）うりずんも展示しました

２月１１日 (水・祝 )、

在宅ケアネットワーク栃木のシンポジウムに参加しました！

年も行いました宇都宮動物園主催のDreamnight at the Zooを平成27年6月
6日（土）に開催することになりました。Dreamnight at the 

Zooとは、世界中で行われていて、毎年6月の第一週の金曜日（場所

によって日程は違います）に、難病や障がいのある子ども、その家

族を、夜の動物園に招待し気兼ねなく楽しんでもらおうというイ

ベントです。日本では、上野動物園や、ズーラシア等でも行われ

ています。昨年は、あいにくの雨天の開催とういことで参加家族

は4家族でしたが、自家用車で動物園内を観て回ったり、室内で

小動物に触れ合ったり、ワンワンショーを観て楽しんだり、おいし

いご飯をみんなで食べたりと、本当に素敵な時間でした。また、動物園

のスタッフや、ボランティアの皆様も暖かく

迎え入れてくださいました。

んと今年は、宇都宮動物園に新しい動物 (ホワイトタイガーさん？！)が仲間

入りする予定なので、スタッフもとっても楽しみにしています。（佐藤英治）

●日程：平成27年６月６日（土）※雨天決行

●時間：16：30～20：00（予定） 

●場所：宇都宮動物園

第２回目Dreamnight at the Zoo 開催のお知らせ第２回目Dreamnight at the Zoo 開催のお知らせ第２回目Dreamnight at the Zoo 開催のお知らせ第２回目Dreamnight at the Zoo 開催のお知らせ第２回目Dreamnight at the Zoo 開催のお知らせ

花王ハートポケット倶楽部様より助成金をいただきました！

昨

な
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近、気付けば腕まくりをするほ

ど暖かくなってきました。この

時期、花粉に苦しむ子ども達やスタッ

フが、鼻をズルズルさせながらうりずんへ通ってきます。今年は、

前年より花粉の量が多いとのことで、今年花粉症デビューされ

た方もおられるのではないでしょうか。

月までは、肌寒い日が多く、なかなか外に出ることができ

ずに室内の製作で花紙やフェルト、

絵の具を使って大きな桜の木を咲かせて

いました。

　しかし、日に日に暖かくなっていく様

子にうりずんの子どもたちは、「まって

いました！」と言わんばかりに近所のろ

まんちっく村へ散歩に出かけます。道端

の草花に春を感じ、夏までの期間、外を

思いっきり満喫します。

号では、外で元気に過ごす子ども

たちを紹介できると思います。楽しみにお待ち下さい。

居宅介護事業サービス提供責任者
　齋藤　志津香

うりずん日記うりずん日記最

先

次
●平成27年1月～3月のご利用状況　　（人）

1月
57

2月
64

3月
72

合 計
193

＊ いずれも延べご利用人数です

●平成27年1月～3月のご来所状況　  （人）

見　学　者
ボランティア

計

1月
 8
 0
 8

2月
 9
 0
 9

3月
14
0
14

合 計
31
0
31

＊ 登録ご利用者の年齢 ……………3歳～22歳
＊ 現在契約準備中の方 …………………… 1名

●現在の登録状況………27名（4月10日現在）

＊ 現在契約準備中の方 …………………… 2名
●現在の登録状況………  11名（4月10日現在）

日中一時支援事業

居宅介護事業

※ 詳細につきましては、NPO法人うりずんHPの
　（http://www.npourizn.org/）
　お知らせ「活動報告」をごらん下さい。

　　
名前：加

か

藤
とう

　萌
も

々
も

香
か

さん（ももちゃん）
学年・年齢：中学３年、 14歳
好 きなこと：
　お散歩・絵本・ハンモック・
　トランポリン
嫌 いなこと：
　突然の物音・後ろから声をかけられる
こと
う りずんてどんなところ？：
　アットホームな感じが好きです。スタ
ッフの方も親しみやすく、いつも笑顔で
迎えて下さるので安心して預けることが
出来ます。また、いろんな活動や製作等
もして頂けるので、うりずんで過ごす時
間も充実してると思います。
メッセージ：
　萌々香は長期のお休みの時しか利用していませんが、いつも温かく迎
えて下さりありがとうございます。これからも、利用者にとっても親に
とってもホッと出来る癒しの場所であり続けて欲しいと思っています。

名前：下
した

谷
や

　悠
ゆう

生
き

さん（ゆうちゃん）
学年・年齢：小学２年生、７歳
好 きなこと：プール、お風呂、トランポリン、だっこ
嫌 いなこと：鼻を触られること
う りずんてどんなところ？：
　少人数のお預かりで手厚く見て頂けて、家族も参加でき
るイベントもあって、色々な経験をさせて頂ける貴重な場
所です！
メッセージ：
　これからもス
タッフのみなさ
んやお友達と一
緒に、楽しい時
間を過ごせたら
と思います♪
　よろしくお願
いします。

うりずんの仲間たち

買い物
できま

す！
同級生集合♪

雪だるまと
ハイポーズ

♪

座れるよ～
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編
集
後
記

編
集
後
記

●うりずんでは、看護師・介護士・ヘルパーを募集しております。
　障がい福祉分野を経験された方やこれから経験したい方で、うりずんの事業に関心
　のある方…是非うりずんで一緒に働きませんか！？

詳細はうりずんまでお問い合わせください。スタッフ一同心よりお待ちしております。

事業内容 医療的ケアが必要な子どものレスパイトケア、ホームヘルプ
など。訪問看護に関心のある方もご一報下さい。

連絡先

▲

☎028-601-7733（水・日・祝祭日はお休みです）

護 師看 ・ 介 護 職 募 集 中

※ボランティアも大募集しています。

うりずん通信・テレマカシー 《編集・発行》 認定特定非営利活動法人 うりずん
 〒321-2118　栃木県宇都宮市新里町丙357-14
  TEL /FAX : 028-601-7733
  Mail : urizn@hibari-clinic.com
《デザイン・印刷》 デザインスタジオ　アクセスhttp://www.npourizn.org/
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●はじめまして。平成27年2月からうり
ずんでお世話になっております、介護福
祉士の大森美樹（おおもり・みき）です。
これまで、重症心身障がい児施設で8年、
その後、9年間高齢者の介護に携わって
きました。
　これからうりずんで、ご利用者様と共
に楽しい時間を過ごしていきたいと思い
ます。
　よろしくお願い致します。

●● 新しいスタッフの紹介 ●●

大森美樹

　ヒカリミチテ　　　　　　　　　　　　　　
                                   　　KOMAY

あなたは、私の太陽だ

あなたが笑えば世界が輝く

私の空に光が満ちていく

どんな ぶ厚い雲がかかっても

あなたの声が聞こえるだけで、とてもきれいな青が広がる

あなたはわたしの道標

何も見えない暗闇の中でも　あなたがいれば迷わない

あなたがいればこわくない・・・

節 分 バレンタインデー

ひな祭り

製 作

おやつ作り

今年もやってきました！
理事長オニ !!

みんなで
お雛さまと
お内裏さまに
なりました！

男の子も女の子も
心を込めてチョコを
作りました♪
もちろん味見も
しっかりと！

筆を使ったり、
手形をしたり・・・
すてきな作品に
なりました♪

フルーチェやプリンを
作りました♪
まぜまぜ真剣です !!

みんなの

活動＆作品

▲おいしい～▲いい作品が出来そうだ♪

▲大きな桜の木ができました！！

▲くすぐったいよ～ ▲真剣に混ぜてます！！

▲
な
に
こ
れ
？！

オニは外～

▲

▲迫力満点！

ピース♪

▲

▲

つ
る
し
雛
作
り
ま
し
た
～

▲お雛さま～▲お内裏さまと～

▲ラッピングも
　　　心をこめて♪

▲いい匂い～

美味しくなーれ！

▲

ま～ぜまぜ♪　　　
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ご寄付　778,807円をいただきました。ご支援ありがとうございました。
＊掲載順は都道府県の50音順になっております。

NPO法人うりずん寄付者名簿（敬称略） 平成27年1月1日～平成27年3月31日(到着分）

栃木県 　　　　　田村　雅子 　　　　　黒田　光恵 東京都 小平市　　　小坂美津子

宇都宮市　大塚　啓子 　　　　　奈良クニエ 壬生町　　米内　美代 江戸川区　　清水　勝利 愛知県

　　　　　粕田　晴之 　　　　　原澤　蓉子 埼玉県 台東区　　　青木　大祐 名古屋市　　安　　大輔

　　　　　菊池　和夫 真岡市　　村上　八郎 さいたま市   宮谷　博幸 墨田区　　　永井　紀美 滋賀県

　子育て支援研究センターTiny 栃木市　　岡泉ゆみ子 川越市　　小川　雅洋 練馬区　　　遠藤　頼子 大津市　　　渕元　浩二

　　　　　駒場　哲子 日光市　　加藤　浩治 千葉県 渋谷区　　　市川　　洌 東近江市　　一岡　慶紀

　　　　　鈴木　玲子 　　　　　沼尾　泰子 印西市 世田谷区　　上原　靖之

　雀宮生活改善クラブ 農産加工所 下野市　　石川由紀子 　イエス ･キリスト ･コミュニティ教会 町田市　　　横手　貴子

栃木県 宇都宮市　原澤　弘一 日光市　　沼尾　泰子 前橋市　　鈴木　美雪 江東区　　　堀田　聰子

宇都宮市　池田　純子 　　　　　松原　昌子 　　　　　芳賀マサ子 千葉県 台東区　　　青木　大祐

　　　　　粕田　晴之 下野市　　石川由紀子 　　　　　森田　孝子 浦安市　　 墨田区　　　永井　紀美

　　　　　駒場　哲子 　　　　　黒田　光恵 壬生町　　米内　美代 　ヴィセンテ　伊藤美由紀 練馬区　　　遠藤　頼子

　　　　　鈴木　玲子 　　　　　本間　洋子 群馬県 東京都 滋賀県

　　　　　田村　雅子 　　　　　村尾　捷利 前橋市　　 飯田　苗恵 江戸川区　　清水　勝利 大津市　　　渕元　浩二

　　　　　橋本　航輔

■個人賛助会員　（総数669名）中、31名の方が入会・更新くださいました。（うち匿名6名）

　この度、紹介させていただ
くのは、とちぎ健康の森の近く
にある「スイーツ　タカヨシ　
SWEETS takayoshi」の「くま
さんのおなか」「くまさんの腹黒
いおなか」です。
　絵本から抜け出したのかな?
と思えるような可愛らしい外観に、色とりどり
のケーキがショーケースの中に所狭しと並べ
てあります。
　この「くまさんのおなか」はパティシエの
技術を集結させて作ったというほどの一品で、
ブッセなのにふわっふわなのです。
　まるで子どもの頃夢見ていた、雲を食べて
いるような食感の柔らかなブッセにチーズク

リームがサンド
されています。
　ちなみに、腹
黒の方はチョ
コクリームがサ
ンドされてい
ます。

　どちらのクリーム
も甘すぎず、舌触り
も滑らかなのであっ
という間に食べてし
まいます。うりずん
スタッフにも大好評でした!
　お値段も1つ160円ほどで自分へのご褒美
にも、ちょっとした贈り物にもピッタリです。
　ぜひとちぎ健康の森にいかれた際には、お
試しください（□ ( □ ( □）

レポーター：荻野目恵

「SWEETS　
Takayoshi」

■団体会員（総数61団体）中、
　3団体が入会・更新くださいました。

栃木県 東京都
宇都宮市　　　くろさきこどもクリニック 中野区　　　　医療法人社団　中村診療所

塩谷町　　　　植木医院

ご寄贈いただきました。
いつもご支援ありがとうございます！
みなさまのあたたかいメッセージも
お待ちしています !!

　「うりずん通信・テレマカシー」は
年４回の発行となります。一回の発行
費用に、印刷・郵送代などで15万円
ほど必要となります。そこで、広告代
として通信発行を支援していただける
協賛企業様を一口１万円で募集いたし
ます。
　次号掲載のご希望の方は、6月中旬
ま で に NPO
法人うりずん
までご連絡く
ださい。皆様
方のご協賛・
ご支援を宜し
くお願い申し
上げます。

ＮＰＯ法人うりずんでは
通信発行をご支援して
くださる協賛企業様を
随時募集しております。

協賛企業様

キープキャリエール

あなたのキャリアにエールを

■一般寄付者　延べ42名（うち匿名希望  11名）

トヨタ整備の高野様から
折りたたみ式の机を
いただきました !!

大
活
躍
し
て
い
ま
す
！

奈良クニエ様
から手作りの
お雛様を
いただきました！

「スイーツ　タカヨシ　SWEETS　Takayoshi」
栃木県宇都宮市宝木町 2－ 802 － 1
☎ 028-689-804
営業時間：9：30～ 20：00／定休日：月曜日

小さ
なお
雛様

かわ
いい
～



うりずん通信 第 13 号（2）

　うりずんの地元栃木県にはたくさんのＮＰＯがあります。貧困、ひきこもり、

環境など社会問題の解決や障がい者支援などでがんばっています。

　寄付ハイクとは毎年5月に「蔵の街」で有名な栃木市周辺でハイキングを楽

しみながらＮＰＯの活動を知り、支援しようというチャリティ・イベントです。

うりずん関係者も参加します。

　コースは「春の太平山いなか歩き」「蔵の街とちぎ散策」「大平山頂往復ラン」

の３つに加えて「子どもの貧困撃退ラン」も行われます。新緑のとちぎ路を散

策しながらココロもカラダも元気になりましょう！ 

●日　　時／平成27年5月9日（土） 9:00～15:00（雨天は翌日）
●集合場所／玉川の湯（栃木駅から徒歩５分）　
●問合せ先／とちぎコミュニティ基金（とちぎＶネット内）☎028-622-0021　http://www.tochicomi.org/

　５月から会員の更新を行います。
＊うりずんは、お陰様で２０１５年４月末で４事業年度を終えます。

　５月より新事業年度が始まります。今後ともご支援くださいますようお願い申し上げます。
お知らせ

寄 ハ付 イ ク 201
5

　重症障がい児者と家族への支援は緊急を要します。しか
し行政の財政補助は限られているのが現状です。うりずん
が支援活動を続けていくためには、皆様からのご支援がほ
んとうに必要です。今後ともご支援くださいますようお願い
申し上げます。
　事務処理上の関係で大変恐縮ですが、必ず賛助会員・寄付申込
書をうりずん宛にＦＡＸまたは郵送でお送りください。用紙はホー
ムページ（http://www.npourizn.org/）に掲載しております。（ま
たは、ＦＡＸでご連絡いただければ、用紙を郵送いたします。）
入金ならびに申込用紙をこちらで確認できた後に、領収証を送ら
せて頂きます。

【記入上のご注意】　
　必ず、申込者のお名前、ご住所、申込内容ならびに金額、匿名希望
について記入していただきますようお願い申し上げます。
○賛助会員のお申し込みの場合　　
　「個人年会費」または「団体年会費」のどちらかを選択してください
○一般ご寄付のお申し込みの場合
　①一般寄付（使途自由）　　②スロープ車うりぼう号の購入
　③子どもと家族のための地域拠点整備
　④外出支援（修学旅行など）　の中から一つを選択してください

【各種振込先のご案内】
　　※ 振込み手数料は、大変申し訳ありませんが別途ご負担を　

お願い致します。

　●ゆうちょ銀行＜ゆうちょ銀行からのお振込み＞
　　口座番号：00110-4-441471
　　口座名：特定非営利活動法人うりずん
　●その他の銀行＜ゆうちょ銀行以外からのお振込み＞
　　ゆうちょ銀行　〇一九店（ゼロイチキュウ店）
　　当座：0441471

【オンライン寄付】
　うりずん専用ホームページ（http://www.npourizn.org/）から
もご寄付と賛助会員のオンライン決済ができます。（ビザとマスター
カードに限ります）

【寄付金額の最大50％が税金から戻ってきます！】
　「うりずん」は「認定NPO法人」なので、うりずんへの寄付と賛助
会費には確定申告の際、税制上の優遇措置が受けられます。（手続き
については、最寄の税務署にお問合せください。
　国税庁のウェブサイト(http://www.nta.go.jp/taxanswer/
shotoku/1263.htm)にも詳細が掲載されています）

ご支援のお願い

【ワンクリックでうりずんへの協賛金を募れます！】　「gooddo」に登録しました。gooddoは、みなさまのクリック数やシェア数
によって、協賛企業等からうりずんに寄付をいただける仕組みです〈料金は無料！登録不要〉。うりずんホームページのトップから
gooddoのバナーをクリックするとgooddoのページにアクセスできます。ページの中の「応援する」ボタンをクリックするとクリック
ごとにポイントが貯まり、一定数貯まると寄付になります。パソコンからもスマホからもクリックできますので、ぜひお試しください！

★ 1月～3月のgooddo協賛金の総額は、47,153円に達しました！ ご協力ありがとうございました。<(_ _)>

うりずん
ホームページの
トップページ

応援する！　　　　　　　を
クリックすると
ポイントが
20～1000ポイント
入ります。

クリックダブルクリックココ


